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す
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さ
れ
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と
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ろ
し
〈
衛
審
議
の
抵
ど
b
甑
h
い
た
し
を
す
1

。
議
長
ハ
吉
田
勇
治
郎
君
V

J

説
携
は
終
り
を
し
た
e

h

翻
質
援
を
求
め
ま
す
。
御
質
疑
ど
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

i
!御
費
農
な
し
と

寵
め
全
ナ
合

日，，-

委
員
会
特
罷
，

e省
職

O
議
長
ハ
宮
路
勇
治
郎
君
v

h

v

描
h
p

い
た
し
宝
ナ
e

↑
本
袋
一
を
委
員
会
付
託
並
び
K
討
論
を
省
略
し
て
採
決
す
る

κ御
異
議
ど
ざ

い
ま
せ
ん
か
。ハ

「
異
議
念
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
h
F
V

。
議
一
安
(
吉
国
勇
治
郎
君
〉
御
異
議
念
'
し
と
欝
め
ま
す
e

採

油

m

t

o議
長
ハ
宮
崎
国
勇
治
郎
君
v

r
と
れ
£
・
9
採
決
い
え
し
会
す
e

本
業
を
承
認
す
る
と
と
に
御
輿
議

ι

ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

p

〈
「
異
議
乏
し
』
と
呼
ぶ
者
4
9
h
y
v

[. 
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台、九

1 ん

。
畿
圏
決
公
費
図
勇
治
郎
君
》
¥
御
異
議
乏
し
と
認
め
を
す
。
ー
っ
て
本
実
は
承

認

す

る

と

と

に

決

し

ま

し

た

。

一

ミ

議

寵

@ 

輯

土

。
犠
羨
(
宮
田
勇
治
郎
君
》
自
謹
第
一
五
、
議
案
第
一
『
一
号
乃
歪
議
案
第
二
十
六

号
を
一
括
議
題
と
し
.
ζ

れ
よ
・
9
昭
和
五
十
一
一
一
年
度
施
政
方
俊
誕
ぴ
に
議
案

の
提
案
理
由
の
説
明
を
求
め
ま
ナ
。

雄
政
方
針
盤
び
記
提
案
理
由
命
説
明

ハ
帯
長
半
択
由
民
{
索
登
壇
}

。
市
直
宮
〈
半
沢
良
一
意
》
窓
・
司
と
と
さ
二
月
定
例
市
議
会
を
暫
集
主
昭

和
軍
十
去
年
度
一
一
融
会
計
及
び
帯
期
金
計
の
予
算
案
‘
蹄
議
案
に
つ
き
垂
し

て
ど
審
議
を
hw
顕
い
い
た
す
ζ
と
に
な

b
4
Z
Lえ
が
.
開
会

κあ
た
り
新
年

度
の
富
市
政
運
営
粍
欝
ナ
る
騎
績
を
編
申
し
述
べ
晶
悔
い
と
存
与
を
す
e

ど
承
知
の
と
か
か
裁
が
寵
の
鰻
横
紙
、
激
動
の
持
品

κあ
る
と
取
し
て
も

あ
え
て
過
君
で
は
念
い
と
存
じ
ま
す
。
石
油
危
機
の
発
生
以
後
、
数
次
に
わ

た
る
致
腐
の
景
気
浮
揚
策
粍
も
・
か
か
わ
ら
ず
標
期
段
経
費
不
混
は
曜
夜
期
化
し

て
お
歩
、
加
え
て
、
阿
梅
に
よ
る
経
梼
界
@
脅
迷
伐
雇
濁
不
安
を
も
た
ら
し
‘

物
価
一
の
~
念
会
根
強
い
上
昇
横
向
と
と
も
K
掴
民
生
路
市
紋
も
と
よ
h
y
地
方
自
治

体
の
行
財
政
K
も
大
き
念
積
怨
念
与
え
た
の
で
あ
多
重
す
a

政
府
は
と
の
よ

会
急
経
済
構
晶
W
K対
お
し
て
経
緯
の
安
定
と
拘
需
の
拡
品
入
念
図
る
べ
ぐ
、
現

在
盟
会
K
》
い
て
審
議
さ
れ
て
-P
歩
合
す
昭
和
五
十
三
年
度
の
予
算
に
や
き

ま
し
て
w

公
共
事
難
費
の
超
大
聾
牝
を
轟
調
と
し
た
予
算
編
成
を
行
い
、
財

政
主
導

κよ
る
着
実
在
景
気
の
掴
復
を
溜
h
2
4
執
が
ら
.
安
定
感
受
へ
の
基
猿

づ
f
h
y
と
国
民
生
活
安
定
の
確
蝶
を
臨
る
う
と
し
て
h
v
Y
4
4
す
e

降、

r
 

麗
h
y
見
れ
ば
、
昭
和
二
十
二
年
地
方
自
治
法
が
一
施
行
さ
れ
今
年
で
ち

a
う

ど
三
十
年
を
経
過
し
た
の
で
あ
h
y
ま
す
が
.
そ
の
問
地
方
自
治
制
度
は
‘
そ

J

の
基
本
的
構
成
k
b
h
て
大
一
き
〈
変
る
と
と
な
〈
今
日

κ歪
h
y
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
接
的
特
性
を
反
映
し
な
が
ら
、
次
第

κ生
廷
に
提
透
し
て
き
た
の
で
あ

り
骨
子
す
。
し
か
し
な
が
ら
.
近
年
.
生
活
関
連
施
策
の
整
備
‘
各
種
福
祉
総

策
の
4

充
実
等
‘
帝
国
民
生
滋
K
密
着
し
た
施
策
の
実
現
が
強
〈
家
め
ら
れ
て
か

多
ま
す
e

s

私
結
、
昭
和
四
十
九
年
十
二
丹
市
政
を
担
当
し
て
以
来
満
去
年
、
人
間
一
尊

重
ま
た
市
黒
生
活
優
先
を
帝
政
の
壊
本
漫
念
と
し
て
‘
明
る
ぐ
最
か
-
衣
食
み

よ
い
文
北
槙
祉
都
市
の
饗
現
に
肉
?
で
最
善
の
努
力
を
し
て
一
会
い
多
ま
し
た
e

ζ

の
閥
、
市
議
会
を
は
じ
め
策
提
各
世

κ
bか
れ
ま
し
て
は
‘
粛
の
獄
政

危
機
を
羨
h
M
切
る
だ
め
托
漂
い
と
一
理
解
と
ど
協
力
を
掛
・
9
.
h
f
韓
を
も
ち
ま

し
て
‘
昭
和
五
十
一
年
度
に
hv
い
て
赤
字
熊
取
を
克
撮
じ
‘
財
政
@
健
全
北

を
基
調
と
し
た
行
政
選
管
を
函
る
見
通
し
が
つ
い
た
の
で
あ
h
p
ま
す
。

こ
の
よ
う
念
，
地
方
自
治
体
を
取
扱
巻
Z
諸
積
勢
の
中
で
迎
え
る
昭
和
五

十
一
-
一
年
度
の
地
方
財
政
は
、
念
hv
厳
し
い
状
態
が
続
〈
も
の
と
予
想
さ
れ
ま

す
が
、
市
民
が
と
の
時
代
に
照
応
し
て
'
何
を
謡
む
か
を
的
韓
K
把
鋸
L
‘
指

数
の
健
全
化
を
堅
持
し
つ
つ
眠
ら
れ
た
舵
源
の
重
点
的
か
つ
効
事
的
念
運
営

を
圏
h
y
左
が
ら
、
一
次
の
項
呂
を
主
要
施
策
と
し
・
積
極
的
一
念
予
算
を
編
成
い

同"叩

、，ぬふ τ日

問実=毛"・・=。 た
震教椙金手却し

一業背後みちま
の 環 社 。 £ ‘し
義境会いた
鍍づ、づ環 の

づ、〈と境
( t t づ
り 〈

.t 

で¥
あ
蚊
を
す，
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以
下
、
そ
の
主
要
施
策
の
綬
婆
に
つ
い
て
願
次
ど
説
明
い
た
し
主
ナ
。

第
一
、
住
み
之
い
現
境
づ
ぐ
り
と
し
て
F

遭
路
の
整
僚
で
ど
ざ
い
を
ナ
が
、

生
活
関
連
絡
授
と
し
て
年
次
計
画
K
議
づ
い
て
そ
の
整
備
を
進
め
て
4
Z

い
り

4
Z
に
し
た
が
、
京
年
度
も
臨
時
地
方
選
整
備
事
業
俊
一
等
に
主
グ
ザ
億
四
千
三
百

J

Z
余
向
の
遭
路
新
設
改
良
曲
債
を
計
上
し
、
地
誠
一
の
要
袋
一

κで
き
る
だ
け
応
え
‘

実
情
K
蔚
ア
た
整
備
を
促
進
し
て
ま
い

b
を
す
α

ま
た

J
公
営
企
患
問
題
に
つ
き
を
し
て
は
、
住
宅
不
足
の
緩
和
を
留
る
た

め
、
脇
村
に
鑑
寝
間
揮
者
婚
を
対
象
と
し
た
公
営
住
宅
の
建
設
の
た
め
一
億
ニ
千

五
百
万
余
丹
を
予
算
z

針
土
し

9

昭
和
ニ
十
八
年
に
韓
襲
、
走
朽
化
が
著
し
い

輝
古
住
主
主
文
一
議
-
持
層
厳
火
構
造
問
時
題
一
様
十
六
戸
、
う
ち
問
符

は
描
桂
、
対
策
の
一
理
と
し
て
量
産
身
体
障
害
者
の
た
め
K
建
替
え
る
と
&
と

し
‘
更
伝
来
年
度
問
一
種
住
宅
の
撞
鞍
を
針
画
し
て
h
f

タ
ま
す
e

三
次
託
公
留
の
整
備
で
ピ
ざ
い
を
ナ
が
‘
本
市
の
公
種
施
綬
は
‘
機
山
公
圏

外
五
公
屈
で
‘
そ
の
衝
積
は
十
一
二
一
一
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
人
口
一
人
当
た
h
y

こ
平
方
メ
ー
ト
ル
で
②
h
F
4
z
す
。
都
市
公
摺
接
K
義
づ
〈
議
場
社
、
人
口
一
'

人
翁
た
h
y
穴
乎
方
メ
ー
ト
ル
で
あ
一
h
p
ま
す

d

現
在
の
社
4
a碍
一
境
の
中
で
市
民

生
活
の
向
上
、
余
韻
時
間
の

νタ
n
v
a
I
U，
，
ン
剰
舟
崎
市
、
需
要
が
た
か
詮

ク
て
h
g
・
9
を
す
P
と
か
に
対
臨
す
る
た
め
市
民
め
ナ
べ
て
が
剰
用
で
き
る

ν

タ
ザ
ェ

1
u
v
g
y
・
ヌ
ポ
ー
ク
施
設
‘
仮
称
館
山
運
動
公
慣
の
態
殺
を
、
県

の
都

-m鮎
軒
}
働
事
業
と
し
て
施
行
さ
れ
る
よ
う
か
ね
て
か
ら
寮
欝
し
て
き
ま
し

た
と
と
ろ
‘
ょ
う
や
〈
二
カ
年
の
調
受
を
艇
を
し
て
、
昭
和
五
十
一
-
一
年
度
婚

工
の
逮
ぴ
と
な
h
y
愛
し
た
e

と
の
鯨
山
逮
動
公
国
校
、
八
年
乃
翠
+
年
計
商

で
総
事
業
後
は
勲
二
十
七
億
弔
問
で
と
れ
に
伴
う
添
負
担
は
前
八
億
円
穏
度
の

昆
込
み
で
あ
り
設
す
。
と
れ
が
完
成
し
ま
ナ
と
地
域
の

ν
ク
n
v
z
I
M
F
冒-ン

ス
ポ
ー
ツ
弛
鞍
の
壊
と
念
h
y
.

県
南
唯
一
の
本
格
的
念
施
設
と
念
り
を
す
の

一バ一
2/

 

、

で
ち
貰
K
関
係
機
関
K
働
き
か
け
、
早
期
完
成
に
努
力
し
て
い
〈
所
存
で
ど

さ
い
量
す
e

な
が
、
昭
和
五
十
ゴ
一
年
車
事
業
費
と
し
て
、
国
臨
時
補
助
事
業
九

千
万
円
.
県
単
独
事
業
五
百
万
円

κ糾
問
す
る
市
負
担
と
し
て
二
千
五
百
万
円

を
予
算
計
上
い
た
し
ま
し
た
。

3

次

κ、
上
水
遭
に
つ
き
ま
し
て
は
、
第
一
次
拡
張
事
業
が
昭
剰
五
十
一
一
年

度
を
も
っ
て
完
了
の
運
び
と
念

b
‘
現
在
土
水
道
の
普
及
率
は
、
コ
一
芳
水
道

と
合
ぜ
七
八
%
と
会

b
ま
し
た
が
.
今
後
の
問
題
は
、
水
道
未
設
置
地
域
で

水
事
情
の
悪
い
鎗
野
‘
九
重
地
区
へ
わ
給
水
対
策
で
あ
り
主
す
が
.
4
z
ず
水

源
の
帯
用
慣
が
間
際
と
念
b-
全
す
の
で
‘
本
年
度
水
源
欝
査
の
た
め
ま
百
六
十

万
円
を
ヰ
集
計
占
い
た
し
愛
し
た
。

ζ

の
水
源
鱒
査
の
績
回
米
を
4
z
q

て
具
体

的
な
方
針
を
打
ち
出
し
卒
期
実
現
を
掴
っ
て
ま
い
h
p
た
い
所
事
で
ど
さ
い
季

ナ。
、
，
、
第
ニ
項
目
.
福
祉
社
会
づ

f
bと
し
て
‘
ま
ず
救
急
展
療
体
制
の
整
備
で

ど
ざ
い
ま
す
が
・
医
師
会
の
協
力
の
も
と
現
症
の
休
日
・
夜
間
K
加
え
‘
三

月
一
日
か
ら
祝
祭

g
の
診
療
が
加
わ
り
‘
四
月
戸
お
か
ら
は
)
保
救
急
摩
擦

体
制
と
寵
結
ナ
ベ
ぐ
安
房
郡
市
に
六
カ
所
の
情
報
U
F
m
テ
ム
締
の
整
備
と
し

て
.
毘
療
端
末
機
を
積
極
し
?
と
れ
が
運
営
の
拠
点
と
し
て
檎
防
本
部

κは

国
審
端
末
械
が
整
備
さ
れ
、
数
急
患
者
の
収
容
に
成
力
を
発
揮
さ
れ
る
ζ

と

に
念
タ
ま
し
た
e

次

κ、
奨
学
資
金
制
度
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
社
会
K
役
立
つ
人
づ
〈
撃
の
山

推
進
を
僚
る
た
め
、
学
業
成
績
等
が
優
れ
経
済
的
理
由
に
よ
4

て
一
修
学
歯
難

念
者
K
対
し
、
奨
学
資
金
の
貸
付
を
存
っ
て
ま
い
h
y
ま
し
た
が
‘
本
年
主
b叫

貸
付
額
一
を
引
き
上
げ
る
と
と
も
に
・
新
た
に
大
学
入
学
支
度
会
貸
特
制
度
を

殺
け
)
修
学
を
容
易

κし
た
い
所
存
で
あ
h
y
ま
す
。
一

r

d

，

t

、
次
モ

g
k
v
、
品
昌
テ
イ
づ
〈
b
で
あ
b
ま
す
が
1
前
年
度
社
合
麗
発
韓
に

t 
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マ

、

1
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ζ
の
業
務
を
置
き
‘
市
組
穂
、
内

J
k
bい
て
連
結
欝
整
や
榔
会
K
き
ゅ
調
査
、

f

研
究
を
進
め
る
と
と
も
K
‘
混
在
各
一
一
矯
滋
k
h
w
き
ま
し
て
ヨ
者
手
』
押
テ
イ
形

六
一
成
む
啓
蒙
曹
成
を
農
閉
し
て
h
w
h
g
ま
す
-
地
検
や
諸
問
一
体
K
4
e
h
p
愛
し
て
は

活
者
一
旦
畠
テ

4
活
動
や
組
織
の
あ

b
方
に
つ
い
て
話
し
合
い
や
研
修
会
等
が

開
催
さ
れ
，
徐
々
で
は
あ
白
金
す
が
、
市
民
の
理
解
も
深
ま
「
み
て
い
る
と
確

，
宿
し
て
お
・
9
・
を
す
。
ど
承
知
の
と
h
w
b
、
コ
者
且
目
立
ア

4
は
地
域
社
会
k
h
f

げ
る
連
帯
輩
横
の
も
と
K
‘
よ
り
良
い
街
づ
ぐ
h
y
を
推
進
ナ
る
母
体
で
あ

h

t

ま
す
。
本
皐
・
度
も
ヨ
ミ

ι
s
-
一テ
4
づ
ミ
タ
K
つ
き
ま
し
て
、
市
民
正
一
体
と

た
q

て
晴
樹
蒙
賛
成
を
進
め
市
民
参
加
の
行
政
を
推
進
し
て
ま
い
h
y
た
い
と
考

え
て
か
・
9
ま
す
e

e

本

郷
ま
演
目
‘
教
育
、
@
環
境
づ
〈
h
y
で
あ
h
y
ま
す
が
、
学
校
施
設
関
係
に
つ

い
て
は
‘
年
次
計
衝
に
よ
h
y
危
険
建
物
の
解
鴻
及
び
木
造
建
物
の
鉄
筋
、
鉄

骨
佑
を
図
。
て
か
当
主
ナ
e

本
市
の
小
、
中
学
校
校
舎
の
現
況
を
県
会
体
と

)
比
較
い
た
し
ま
ナ
と
、
昭
和
五
十
ニ
年
五
月
一
日
現
議
k
b
い
て
の
県
平
均

4

は
‘
校
舎
総
面
積
w
h
対
し
‘
n

木
造
菌
績
の
割
合
、
は
一
九
モ
偶
じ
ぐ
老
朽
校

舎
の
割
合
は
ニ
・
一
-
冒
と
念
事
て

hfbま
す
e
一
と
れ
に
割
問
し
?
本
市
は
‘
郎

副
刷
五
十
三
年
四
月
一
日
現
夜
、
木
造
面
積
の
μ

割
合
が
限

0
・
一
%
‘
老
朽
較

舎
の
割
合
が
一
回
¢
ニ
aF
で
あ
-bま
す
。
本
年
度
は
・

h

と
の
主
ラ
念
実
態
を

γ

様
、
ま
え
て
学
校
等
の
施
設
整
備
を
積
寵
的
に
闘
っ
て
い
〈
所
存
で
あ
・
9
ま
す

R

で
さ
ず
、
韓
合
関
係
の
文
輝
省
補
助
対
象
事
業
と
り
だ
し
4
4
し
て
‘
錨
野
小

学
校
校
舎
及
び
向
幼
稚
園
園
舎
の
改
築
、
北
条
小
学
校
校
舎
増
築
並
び
K
丸

箪
小
学
校
屋
内
連
動
濁
改
築
、
ま
え
、
防
衛
施
設
搾
補
助
対
象
事
業
と
し
て

ー
郵
吉
小
学
校
及
び
商
都
中
学
校
改
築
を
実
施
い
え
し
ま
す
ι

以
上
，
学
校
峰
神

整
備
態
業
費
と
し
て
‘
六
億
一
千
九
百
九
十
万
余
円
を
予
算
計
上
い
た
し
ま

し
た
。
な
・
秒
、
，
船
形
小
学
校
韓
合
及
び
開
幼
稚
闇
園
舎
改
築
、

κつ
量
定
し
て

1
1
1
1
1
1
4
j
1
1
5
1
1
:
J
j
;
1
j
j
1
 

枝
「
紡
澗
論
鞍
行
の
補
勧
の
魂
識
し
が
つ
き
次
第
予
鉾
化

i

心
て
会
h
h
F
洗
い

と
考
え
て
お
診
を
す
。
一

A

一

4

)

A

-

日

v

，

次
北
1
-

学
校
プ
ー
ル
で
ど
ざ
い
を
す
が
、
文
榔
省
補
助
対
象
事
業
一
一
C
-し
て

滋
山
、
小
学
校

1

房
海
中
学
校
托
一
新
殺
す
る
た
め
‘
六
千
九
百
ナ
万
A
m
刊
を
予

算
針
土
い
允
し
主
し
た
価

ζ

れ
が
完
成
し
ま
ナ
と
建
設
計
画
の
う
え
で
、
来
設
'

置
棋
は
第
一
中
学
校
の
み
と
な
h
y
ま
ず
。

次
に
‘
社
会
徐
曹
関
係

κつ
き
ま
し
て
は
、
市
誌
の
体
力
づ
'
f
b
@
場
と

し
て
、
第
二
中
学
校
内
K
文
部
省
検
勘
定
市
民
体
育
館
を
韓
設
い
た
し
ま
ナ
。

主
た
‘
市
民
運
動
場
を
整
備
す
る
と
と
も
に
)
学
校
体
育
施
設
を
広
〈
開
放

し
、
市
民
総
ス
ポ

I
Y
選
動
を
緩
逸
し
て
ま
い
タ
会
す
e

と
の
た
め
ア
億
三

千
九
百
七
十
万
余
円
を
予
算
計
上
い
た
し
会
し
た
。

第
四
項
目
‘
後
葉
の
基
盤
づ
〈
り
で
ど
ざ
い
れ
設
す
が
・
ま
ず
、
農
業

κ
っ

き
・
を
し
て
は
、
農
業
経
営
の
根
幹
で
あ
る
基
盤
整
備

κつ
い
て
は
‘
昨
年
度

K
引
き
続
き
県
営
ほ
場
整
備
事
業
と
し
て
本
市
の
東
部
‘
西
部
地
寵
を
・
ま

え
、
¥
農
村
集
務
の
基
盤
づ
〈
・
9
と
ら
い
う
べ
き
す
べ
て
の
農
家
の
多
加
に
よ

る
む
ら
守
る
み
農
業
を
捻
進
し
、
農
家
の
逮
帯
と
協
力
の
込
と
K
自
主
的
意

向

κ主
h
y
樹
立
さ
れ
た
計
画
を
〈
み
と
h
v
.

と
れ

κ対
応
し
た
各
施
策
を
欝

ず
ゐ
と
と
も
K
.
も
り
と
も
地
被
か
ら
の
要
銀
の
多
い
用
排
水
路
の
整
備
)

農
道
の
聾
輔
、
小
規
摸
土
地
改
良
事
業
等

κ対
す
る
助
成
・
ま
え
‘
-
櫨
鴨
川
及

び
巴
川
の
襲
岸
工
事
、

ζ

れ
ら
の
事
業
費
と
し
て
一
二
千
九
十
五
万
円
を
予
算

計
上
し
、
農
業
、
の
振
興
を
因
。
て
ま
い
れ
砂
童
ナ
。

次
に
‘
氷
震
関
係
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
象
業
据
興
と
同
様

κ・
第
一
次
既

存
串
農
業
と
し
て
極
め
て
重
要
念
地
位
に
あ
・
9
主
す
e

し
か
し
・
近
年
の
水
量

業
を
と
り
ま
〈
環
境
ば
厳
し
〈
、
と
れ
に
対
処
す
る
た
め
‘
本
年
度
も
生
窓

拳
露
で
あ
る
漁
港
の
整
備
を
量
点
K
・
漁
場
改
良
造
成
事
業
及
び
栽
培
穐
業

-'1-

， 

、e
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育
成
・
特
に
、
船
形
漁
協
の
水
棲
荷
捌
施
勘
慨
を
襲
衝
し
疏
通
処
理
を
円
滑
K

し‘

4
Z
#
州
、
東
京
輔
円
を
主
泳
場
と
す
る
ま
さ
網
漁
船
の
操
業
一
安
全
の
た
め
、

ν…
l
p
l
機
器
装
、
備
w
h

対

L
助
成
を
行
い
)
漁
業
経
営
の
安
定
と
水
叢
業
の
〆

振
興
を
は
か
り
ま
ナ
。
と
の
た
め
.
八
千
六
百
十
万
余
円
、
を
予
算
計
上
い
た

し
ま
し
た
。
ー
'
、

U

J

一

、

↑

次

κ.
商
業
に
つ
い
て
申
申
し
上
げ
を
す
。
経
欝
社
会
の
尭
農
K
伴

尺

地

域
商
業
を
と
h
y
ま
〈
環
境
の
変
化
紋
著
し
い
も
の
が
あ
h
y
金
ず
e

と
の
変
化

、K
対
f

応

L
地
域
農
業
株
能
を
十
分
発
揮
で
き
る
よ
う
地
域
守
る
み
の
蕗
業
近

代
化
、
が
求
め
ら
れ
て
hv
り
ま
す
e

昨
年
か
ら
計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
る
商
工

会
館
の
建
設
は
.
池
波
内
商
工
業
の
総
合
的
一
念
改
善
発
展
に
資
す
る
と
と
も

K
1
、
具
体
的
念
調
査
-
研
究
、
指
導
等
広
い
活
動
の
場
で
あ
h
y
会
す
の
で
、

と
の
い
会
館
の
建
設
に
対
し
て
‘
初
年
度
と
し
て
一
一
千
万
、
問
を
助
成
し
、
商
業

の
聾
興
を
図
っ
て

t

ま
い
・
9
主
す
。
r

‘

次

κ1
大
型
小
売
庖
舗
の
出
庖

κ
つ
い
て
で
あ
り
室
す
が
、
近
年
に
か
け

る
経
梼
環
境
の
変
化
を
背
景
と
し
て
.
大
企
業
が
中
小
企
業
分
野
K
進
出
、

あ
る
い
は
!
大
型
小
売
庖
舗
の
新
増
設
等
、

r

地
元
小
売
業
と
の
紛
争
が
増
加

し
‘
か
っ
深
刻
化
し
で
h
v
b
ま
す
。
と
う

L
た
現
状
の
中
で
、
た
と
え
法
定

基
準
面
積
来
満
で
あ
唱
す
で
も
そ
@
規
模
K
が
い
て
、
地
売
小
売
業
考
花
相
当

大
き
な
聾
響
を
与
え
る
と
忽
わ
れ
ま
す
の
で
、
商
業
環
境
を
十
分
一
配
慮
し
、

消
費
者
の
保
欝
と
と
も
に
地
元
小
売
業
者
と
の
紛
争
を
来
然
に
栃
止
し
、
か

つ
調
和
の
と
れ
た
商
業
の
発
展
K
寄
与
で
き
る
よ
う
大
型
唐
出
信
指
導
要
績

を
制
定
し
‘
調
整
を
図
マ
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

、次
K
、
観
光
で
あ
h
p
ま
す
が
、
従
来
一
季
型
組
観
光
地
で
あ
り
重
し
た
鍵
山

、
市
も
・
乾
A
J

み
園
を
は
じ
め
と
じ
て
城
山
つ
つ
じ
‘
あ
る
い
は
地
曳
網
等
‘

主
う
や
ζ
多
季
躍
観
光
地
へ
と
脱
皮
を
す
る
ζ

と
が
で
き
、
そ
の
内
容
も
次

、
一 J主誌

一Aa 

峰、・

夫

、?

、、

二 1
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第

κ定
着
し
つ
つ
あ
り
ま
ず
。
し
か
し
、
気
候
あ
る
h
は
地
勢
(
特
材
料
、
海

K
歯
応
量
れ
た
地
域
と
し
て
‘
懇
の
場
ξ
念
る
海
品
岸
線
の
見
直
し
を
図
る
と
と

は
、
観
光
客
体
開
発
の
上
で
次
〈
と
と
の
で
き
な
い
問
題
で
あ
h
p
ま
ナ
の
で

符
K
.
本
年
度
二
百
八
十
万
円
を
予
算
計
上
し
j
-
M
Y
サ
ル
タ
ン
ト
の
意
見

J

を
徴
し
‘
自
然
と
の
調
和
を
十
分
配
膳
し
た
観
光
館
山
の
飛
躍
K
役
立
て
て
'

4
Z

い
タ
た
い
と
存
じ
ま
す
l

J

以
上
の
纏
策
を
中
心
と
し
て
、
昭
和
五
十
一
-
一
年
度
一
般
会
計
予
算
の
編
成

を
行
う
た
結
果
1

歳
入
食

-m予
算
の
総
額
は
六
十
一
億
一
一
一
千
七
苔
万
余
円
で

前
年
度
当
初
予
算
に
対
し
‘
九
億
一
千
六
百
万
余
円
の
増
額
と
念

b
、
一
七

・
六
需
の
伴
奏
率
・
と
-
な
っ
一
て
j
h
v
b
ま
す
e

次
K
‘
歳
入
予
算
の
内
訳
に
つ
い
て
尚
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
ず
、
歳
λ
の
大
祭
を
念
ナ
市
税
に
つ
い
て
は
、
明
年
度
の
経
品
開
の
動
向

及
び
地
方
税
制
改
正
K
よ
る
増
減
等
を
勘
案
し
て
、
二
十
三
億
一
一
千
四
百
万

余
円
を
計
上
、
前
年
対
比
一
一
一
億
一
千
百
万
余
円
の
増
、
構
成
比
一
紘
一
一
一
七
・
八

七
%
で
る
り
主
ナ
。
地
方
譲
与
貌
七
千
八
百
万
余
円
、
棋
楽
施
設
利
用
税
受

付
金
一
一
一
千
六
百
万
円
、
自
動
奪
取
得
税
吏
付
金
六
千
百
万
余
円
‘
固
有
提
供

施
設
等
所
在
市
町
村
助
成
繁
付
金
四
千
二
百
万
円
、
一
地
方
喪
付
税
十
一
億
円
・

構
成
比
一
七
・
九
二
世
声
、
受
通
安
全
対
策
特
別
交
付
金
一
千
二
百
万
余
円
、

分
担
金
及
び
負
担
金
七
千
七
百
万
余
円
、
使
用
料
及
び
手
数
料
一
億
六
千
百

万
余
¥
円
、
国
庫
支
出
金
十
ニ
億
二
千
万
余
円
、
構
成
比
一
九
・
八
九
更
県

支
出
金
二
億
一
。
千
三
百
万
余
円
、
財
議
収
入
八
百
万
余
円
.
寄
付
金
一
千
万

余
円
、
繰
入
金
三
百
万
余
R
‘
藷
収
入
ニ
億
四
百
万
余
円
、
市
後
五
億
八
千

四
百
万
余
円
を
そ
れ
ぞ
れ
計
上
い
た
し
ま
し
た
e

特

κ‘
地
方
寄
付
税
之
市

僚
に
つ
き
ま
し
て
は
、
国
が
、
、
地
方
財
政
対
策
と
し
て
‘
昭
和
五
十
一
時
一
年
度

の
地
方
財
源
不
足
見
込
額
三
兆
五
百
億
円
に
つ
い
て
‘
地
方
交
付
税
を
}
兆

r
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J

七
千
億
円
増
額
一
残
h
F
一
兆
五
千
五
百
億
円
帆
建
設
地
方
依
り
増
発
K
よ

引
一
一
一
一
/
ぷ
強
制
て
ん
す
る
え
め
1

伸
び
を
克
込
ゐ
だ
も
の
で
冷
か
一
そ
の
ほ
か

κ
つ
さ

れ

¥

仁

毒

し

ず

貯

は

・
f

軸
駒
停
車
ρ接
観
等
艇
、
4

多
様
相
持
柿
た
し
た
も
の
で
あ
・
9
量
ナ
a

mぺ
一

次

κ・
歳
出
予
算

C
内
訳
K
つ
い
て
血
申
し
上
げ
ま
す
の

、
ま
ず
、
歳
出
予
算
の
佐
賀
別

κつ
い
て
で
あ
り
合
す
が
、
人
件
稜
は
、
二

十
億
一
一
一
千
三
百
万
余
円
、
構
成
比
三
一
二
・
』
四
%
、
物
件
費
四
億
五
千
五
百

万
余
問
、
構
成
比
七
・
四
一
一
一
%
‘
扶
助
費
十
億
一
千
八
百
万
余
円
、
構
成
比

一
六
・
六
%
ョ
普
通
建
設
事
業
費
十
五
億
四
千
万
余
円
v

構
戒
比
ニ
五
一
・

o

九
竺
公
倹
費
草
億
四
千
五
百
万
余
円
、
構
成
比
五
・
六
四
モ
補
助
資
等

五
億
三
千
百
万
余
同
-
構
成
比
八
三
ハ
六
そ
そ
の
偽
ニ
億
一
千
百
万
余
円

と
な
哩
て
か
り
ま
ず
e

ず

以
下
、
，
各
歎
射
に
つ
い
て
そ
の
概
要
を
申
申
し
上
げ
ま
す
の

第
{
款
.
議
畠
賓
は
‘
議
会
運
営

κ要
す
る
経
賓
と
し
て
‘
日
韓
一
千
八
，

百
九
十
万
余
問
、
前
年
対
比
一
千
九
百
一
一
一
・
十
万
余
円
の
増
と
念
っ
て
・
絞
り
ま

す
a↑

第
一
一
款
‘
総
務
費
段
、
八
億
二
千
四
百
二
十
万
余
円
1

繍
年
対
比
八
千
五

十
万
余
円
の
践
と
念
ヲ
て
b
b
y
ま
棋
が
、
と
れ
は
‘
前
年
全
で
安
麗
郡
帯
広

域
市
町
村
酪
事
務
総
会
魚
担
金
を
企
画
費
に
}
括
計
上
い
た
し
て
hv
り
ま
し

た
一
が
‘
本
年
度
か
ら
白
的
制
m
k
各
科
自
に
計
上
し
た
た
め
の
波
で
ど
ざ
い
ま

す
。
総
務
費
の
内
容
は
、
一
般
管
理
費
‘
文
畿
広
報
唱
て
企
画
費
、
安
遇
、

髄
築
、
紡
犯
関
係
費
、
敏
雄
費
、
戸
籍
関
係
費
、
選
挙
資
等
が
主
な
も
の
で

ど
ざ
い
ま
す
e

本
年
度
執
行
予
定
の
選
挙
H
H
‘
県
業
委
員
会
委
員
選
挙
が
五

十
三
年
七
月
‘
館
山
市
長
選
挙
が
五
十
三
年
十
品
月
に
予
定
さ
れ
、
千
繋
燥
、

知
事
及
び
媒
議
会
議
長
選
挙
が
明
年
四
月
初
句
に
予
定
さ
れ
ま
す
の
で
‘
そ

の
準
備
事
務
費
を
計
上
し
、
て
ど
ざ
.
い
ま
す
1

μ と

F邑ー

、←白

、♂併

4
1
1
1
1
1
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一

今♂A由

第
一
二
歌
、
民
生
路
島
は
、
十
一
二
億
六
千
百
万
余
円
で
、
前
年
対
比
一
億
九
キ

三
十
万
余
月
の
増
と
な
っ
て
h
v
b
ま
す
。
そ
の
内
容
は
、
社
会
福
祉
費
、
老

人
橋
祉
費
、
、
児
童
福
祉
聾
‘
生
活
保
護
費
で
あ
夕
、
一
摩
擦
費
、
保
育
単
価
及

び
保
麓
単
価
等
の
引
き
上
げ
に
よ
る
増
が
主
な
る
も
の
で
ど
ざ
い
ま
す
。
ま

た
‘
昨
年
県
か
ら
、
地
域
ぐ
る
み
福
祉
活
動
の
号
デ
ル
地
区
と
し
て
指
定
を

受
け
‘

g
下
組
畿
づ
〈
b
を
行
っ
て
hw
り
ま
す
が
、
各
種
の
自
主
的
な
地
域

H

え
ず
や
み
の
構
祉
活
動
を
推
進
し
・
地
域
住
民
mv
稿
祉
の
増
進
を
函
ヲ
ぬ
た
め
、

一
一
一
言
七
十
万
余
円
を
針
土
し
.
ま
た
吻
高
額
療
養
費
の
貸
付
制
度
の
新
設
、

低
所
得
者
の
生
活
緊
急
融
資
対
策
と
し
て
、
社
会
福
祉
協
議
会
ヘ
原
資
の
補

助
、
奨
学
資
金
貸
付
額
の
引
き
上
げ
、
老
人
大
学
校
の
開
設
誘
致
・
私
立
保

育
面
運
営
費
の
補
助
、
戦
後
一
二
十
三
年

κ当
た

b
戦
没
者
の
追
悼
式
を
品
執
行

す
る
費
用
等
も
計
上
い
た
し
ま
し
た
。

第
四
款
‘
衛
生
襲
は
、
五
億
八
千
五
十
万
余
円
で
‘
前
年
対
比
は
五
千
九

十
万
余
円
の
増
と
ま
っ
て
b
h
y
ま
す
e

保
健
衛
生
費
と
し
て
‘
響
曲
臓
か
ら
六

歳
ま
で
の
乳
幼
児
医
療
給
付
金
‘
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
予
防
接
種
.
結
核
、

が
ん
等
の
検
診
察
業
費
等
を
計
上
い
え
し
主
し
た
e

ま
た
‘
本
年
度
新
た

K
、

保
健
婦
関
係
費

K
つ
い
て
、
従
来
霞
保
特
別
会
計
で
質
担
し
て
hw-
夕
、
ま
し
た

が
F

国
楳
説
経
棋
の
一
助
と
し
て
.
一
般
会
計
衛
生
費

A

に
計
上
い
え
し
ま

L

た
の
ど
み
、
し
尿
等
清
掃
費

κつ
い
て
は
‘
老
朽
処
理
施
設
の
補
修
整
備
費

処
謬
場
用
抽
選
定
準
備
の
急
君
主
関
係
住
民
の
視
察
襲
宅
ご
み
霊
襲
。

授
、
排
水
路
構
補
資
‘
環
境
保
全
公
社
副
資
金
融
守
を
尉
よ
い
た
し
ま
し
た
e

第
五
家
、
労
働
殺
は
、
六
百
五
十
万
余
円
、
も
前
年
対
比
二
百
万
余
円
の
増

と
ま
ク
て
・
絞
り
ま
す
a

主
念
る
も
の
は
‘
勤
労
者
厚
生
対
策
預
託
金
五
百
万

円
、
勤
労
者
団
体
補
助
金
百
二
十
万
円
等
で
ど
ざ
い
ま
す
が
‘
千
葉
賂
労
働

金
庫
へ
の
預
託
績
を
増
額
し
、
市
内
勤
労
者
に
一
対
ナ
る
住
宅
.
麓
学
賞
金
話
会

..... 9申

喜、



資
金
雄
曹
の
融
費
の
円
滑
化
に
エ

b
、
利
用
者
の
稿
剰
厚
生
の
増
進
を
留
る
た

め
計
上
い
た
し
主
し
た
。

第
六
歌
、
農
林
水
窪
業
施
買
は
、
二
億
三
千
九
百
ニ
十
万
余
円
、
前
年
対
比

は
こ
千
五
半
万
余
円
の
，
被
と
念
?
て
お
り
ま
ナ
。
と
れ
段
、
前
年
K
か
い
て

操
業
構
進
改
善
事
業
、
布
沼
畠
贋
遭
舗
義
工
事
、
緊
急
粗
飼
料
基
盤
整
備
費
等
、

・
特
別
念
も
の
の
予
算
貯
上
が
あ
っ
た
た
め
で
ど
ざ
い
ま
す
。
農
林
襲
の
主
た

も
の
は
槍
野
難
生
建
問
地
膚
開
成
補
助
金
1

畜
露
公
等
対
常
事
業
補
助
金
丸
曲
演

遭
舗
装
工
事
調
査
書
託
料
‘
農
業
用
施
設
等
補
修
原
材
料
、
小
規
模
土
地
改

良
事
業
檎
助
金
等
を
計
上
い
え
し
ま
し
た
む
水
産
業
費
の
主
念
も
の
は
、
求

書
増
殖
事
業
檎
動
金
、
融
業
近
代
化
施
設
設
費
補
助
金
、
漁
業
操
業
安
会
施

殺
事
業
機
助
金
、
水
産
掻
興
補
助
金
1

市
営
漁
港
改
良
皆
、
県
営
漁
港
修
築

負
担
金
等
を
計
上
い
た
し
ま
し
た
会
v

第
七
歎
、
商
工
胤
誌
は
.
一
億
ニ
千
九
百
五
十
万
余
得
、
前
年
対
比
二
千
四

百
五
十
万
余
円
の
増
と
な
唖
て
歩
歩
合
す
e

商
工
接
輿
授
の
主
な
も
の
付
、

中
小
企
業
融
資
預
託
金
、
館
山
商
工
会
議
所
建
穀
補
助
金
等
計
上
い
た
し
全

し
た
a

を
た
.
観
光
授
K
つ
い
て
は
、
海
水
浴
場
関
係
費
を
殿
、
心
に
観
光
協

会
補
助
金
一
等
を
針
上
い
た
じ
愛
し
た
冶

第
八
歌
1
i

土
木
襲
は
・
六
億
六
千
〆
九
百
六
十
万
余
円
、
総
年
対
比
一
億
四

千
寄
八
十
万
余
舟
の
増
と
左
咽
て

b
bを
す
。
道
路
盤
咽
梁
関
係
費
は
?
通
路

維
持
費
‘
新
設
改
良
瞬
、
構
梁
架
換
‘
河
川
摂
婦
路
抗
措
守
b
z
主
主
し
‘
港
湾
関

係
費
ー
を
た
、
都
市
計
画
事
業
畿
に
県
に
要
援
し
て
お

b
垂
し
た
仮
称
館
山
一

連
動
公
留
の
聾
側
負
担
金
‘
下
水
路
工
事
関
等
を
計
上
い
た
し
ま
し
た
c

を

た
‘
住
宅
費
花
、
都
台
市
営
住
宅
の
木
造
是
朽
化
建
物
を
鉄
筋
四
階
建
'K
改

築
す
る
事
業
費
等
を
計
土
い
た
し
ま
し
た
。

ー
に
第
九
種
・
消
防
農
は
、
三
億
五
千
四
百
三
十
万
余
円
プ
'
前
年
対
比
一
寵
九

千
七
常
国
五
十
万
余
円
mrd

糟
と
な
?
て
h
w
b
ま
す
が
‘
と
れ
は
.
自
的
別
に
計

上
す
る
と
と
に
し
え
広
域
輯
事
務
組
合
負
担
金
の
消
防
関
係
費
を
針
土
し
た

た
め
で
ど
ざ
い
ま
す
。
非
常
備
消
防
御
日
中
、
消
防
団
員
等
の
報
酬
及
び
費
用

弁
償
に
つ
い
て
は
‘
近
隣
市
町
村
と
比
較
し
待
遇
磁
で
た
ち
連
れ
て
h
w
h
F
4
Z

し
た
の
で
、
増
額
し
計
上
い
た
し
愛
し
た
。
消
防
揖
設
整
備
費

κは
・
紡
火

氷
抽
期
大
差
、
動
問
所
新
築
工
一
蹴
申
告
.
一
中
型
消
防
自
動
車
三
台
分
を
計
上
い
え
し

ま

し

た

。

事

、

命

7

第
十
敷
、
教
育
費
段
、
十

J

五
犠
九
千
二
百
三
十
万
余
円
、
前
年
対
比
は
)
-

一
-
一
龍
六
千
五
百
十
万
余
円
の
増
と
念
。
て
h
v
b
ま
す
1

本
年
度
も
、
義
務
数

割
問
施
稜
整
幽
慨
に
重
点
を
h
v
晶
母
、
、
小
学
校
関
係
建
設
費

K
、
部
省
小
学
校
第
二

期
防
脅
改
築
一
北
条
-
小
学
校
増
築
、
館
野
小
学
校
改
築
、
九
重
小
学
校
体
育

館
改
築
、
館
山
小
学
校
ブ
}
ル
建
設
、
館
協
同
小
学
校
用
地
購

λ
等
計
上
い
え

し
設
し
た

d

中
学
校
関
係
お
れ

κは
-
商
期
中
学
校
第
一
期
防
音
改
築
‘
磨
南

中
学
校
プ
ー
ル
暗
暗
殺
等
、
針
上
い
た
し
4
Z
し
た
c

幼
議
画
関
係
費
に
は
、
館
野

幼
稚
閣
改
築
費
等
針
上
い
た

L
A
Z
し
た
e

社
会
教
育
関
係
は
、
館
山
城
跡
長

び
関
A
N守
跡
発
掘
調
査
授
ぉ
那
宮
・
守
多
宝
塔
保
存
修
理
補
助
金
‘
市
民
占
革
、
y

ap-消
防
畿
地
術
後
等
計
上
い
え
し
主
し
た
a

保
健
体
育
調
係

κ.
市
民
体
育

館
新
築
工
家
費
・
市
民
運
動
場
の
芝
構
工
事
艶
等
計
上
い
た
し
議
し
た
合

第
十
三
句
集
害
復
旧
俊
は
三
宮
万
円
?
と
れ
は
農
遊
離
帯
。
集
讐
聾
旧
資

材
購
入
臨
賓
と
じ
て
計
上
い
た
し
ま
し
た
。

第
十
二
敷
、
公
債
授
は
、
三
億
四
千
五
百
九
十
，
万
会
内
紛
1

よ
い
え
し
ま
し

た

の

、

欝
支
出
金
、
予
備
駒
山
と

Lwt・

-
i

心たの以
上
で
・

-1かB

一
千
二
百
五
十
万
余
再
を
計
上
い
え
し
ま

一
般
会
計
当
初
予
算
K
計
上
し
た
概
要
を
串
申
し
上
げ
愛
し
た
が
、

、

， 



司
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今
後
の
補
正
財
源
島
込
み
と
し
て
、
特
別
焚
付
説
、
前
年
度
操
越
金
、
市
債

婚
が
あ
h
p
を
す
e

と
れ
ら
は
、
し
原
鉱
灘
場
関
係
段
、
公
共
事
業
瞳
曹
の
追
加

に
伴
う
殿
様

κ，
会
た
‘
職
員
給
与
改
訂

κつ
い
て
、
当
初
予
算
計
上
埼

玉
努
で
あ
・
9
ま
す
の
で
、
人
事
院
勧
告
が
上
回
っ
た
場
合
、
並
び
托
当
靭
予

潟
で
き
な
か
っ
た
事
務
官
学
業
等
の
財
源
と
し
て
充
翁
い
た
し
た
い
と
考
え
て

ゐ
り
ま
す
。

ー次

κ、
地
方
債
で
ご
ざ
い
ま
少
が
‘
鍍
瞬
間
小
学
校
校
舎
改
築
事
業
債
外
十

六
件
、
ま
た
、
財
政
資
金
の
一
時
的
不
足
に
俄
え
て
、
一
時
借
入
金
の
最
高

限
度
静
を
四
億
円
と
定
め
る
ζ

と
と
い
た
し
愛
し
た
g

以
上
が
‘
議
案
第
三
号
の
概
要
で
ど
ざ
い
4
Z

ナ
が
‘
次
に
、
議
案
第
四
A
q

か
ら
勝
次
そ
の
概
要
を
自
申
し
上
げ
ま
す
e

金
一
ず
、
議
案
第
四
号
昭
和
五
十
一
宇
一
年
度
館
山
帝
国
民
健
康
保
検
特
別
会
計

予
算
K
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
1

ぜ

-

a

留保宮市一業一

κつ
き
ま
し
て
は
，
十
四
億
一
千
沼
余
円
を
計
上
い
た
し
設
し

た
が
‘
本
年
度
も
医
療
給
付
艶
は
増
掛
聞
の
額
向
K
4
e
h
p
、
本
年
ニ
月
一
日
か

ら
平
均
九
・
六
%
の
医
療
伐
の
改
訂
が
行
わ
れ
、
加
え
て
医
療
技
術
の
進
歩

淀
よ
h
y
高
度
の
医
療
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
念
h
y
ま
し
て
・
と
れ
に
ぷ
る
自
然
.

増
.
4
z
た
受
診
割
合
等
を
考
慮
し
な
が
ら
積
算
い
た
し
を
し
た
e

簡
保
税

κ

つ
い
判
て
は
‘
特
定
財
源
を
適
正
に
把
録
し
な
が
ら
、
計
上
い
た
じ
ま
し
た
が
、

本
年
度
の
本
算
定
時
点
ま
で
は
‘
な
hw
流
動
的
也
市
腐
葉
も
ど
ざ
い
主
ず
の
で

そ
の
時
点
で
十
分
念
検
討
を
加
え
、
住
民
の
負
担
軽
滅
を
図
る
考
え
で
ど
ざ

い
ま
す
。

次
に
、
議
案
第
五
号
昭
和
五
十
一
-
一
年
度
館
山
市
と
畜
場
特
別
会
計
予
算
で

ど
ざ
い
ま
ナ
が
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
九
百
八
十
二
万
余
円
を
計
上
い
た
し

ま
し
た
e

4可・
1
1
1メ
1
i
4
4
4
1
4五
1
4
1
4
!
9
3
1デ

/

九

雄
案
第
六
号
昭
和
五
十
三
年
償
践
阪
府
菌
民
宿
舎
符
脱
会
計
予
算
で
ど
ざ

い
4z
す
が
・
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
六
千
五
百
三
十
七
万
余
円
計
上
い
え
し
ま
・

じ
た
。議

集
第
七
号
昭
和
五
十
~
去
年
度
館
山
市
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
特
別
会
計
予
算

で
ど
ざ
い
を
す
が
、
策
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
叫
千
七
百
七
十
万
m
円
を
計
上
い
免

し
ま
し
た
。

議
案
第
九
号
昭
和
五
十
今
一
年
度
館
山

m学
童
挺
等
共
済
事
業
特
別
会
府
予

算
で
ど
ざ
い
愛
ナ
が
、
歳
入
品
続
出
そ
れ
ぞ
れ
苔
セ
十
四
万
余
問
を
計
上
い
え

し
暗
唱
し
た
。
，

議
案
第
九
号
昭
和
五
十
三
年
度
・
館
山
市
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算
で
ど
ざ

い
ま
す
が
・
収
益
的
収
入
三
億
五
千
三
百
三
十
四
万
二
千
円
、
資
本
的
収
入

六
千
九
苔
九
十
万
一
千
円
、
収
入
会
計
四
億
ニ
千
三
百
二
十
四
万
三
千
円
、

と
れ

κ対
し
、
収
益
的
支
出
三
億
九
千
三
百
六
十
八
万
九
千
円
、
資
本
的
支

出
六
千
九
百
九
十
万
一
4
T
円
、
支
出
合
計
四
億
六
千
五
百
五
十
九
万
開
を
そ

れ
ぞ
れ
計
上
い
た
し
ま
し
た
e

本
年
度
事
業
の
主
な
る
も
の
は
、
真
倉
湯
水

場
の
改
良
工
事
一
と
配
水
管
の
矯
鞭
ヱ
事
、
ま
た
‘
水
道
未
設
畿
地
区
の
決
源

調
査
授
を
計
上
い
た
し
ま
し
た
e

次

κ‘
一
一
鍍
議
案
の
提
案
理
由

κつ
い
て
ど
観
瞬
い
た
し
ま
す
e

ま
ず
、
議
案
第
十
号
館
山
市
行
政
組
織
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
で
あ
h
y
ま

す
が
、
現
行
の
館
山
市
部
諌
稜
置
条
例
を
磨
止
し
て
.
社
会
情
穏
に
郷
応
し

た
行
政
経
緯
‘
ま
た
、
複
雑
多
様
化
ナ
ゐ
事
務
処
理
の
合
理
化
及
び
生
民
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
を
歯
る
た
め
、
館
山
市
行
政
経
睡
眠
条
例
を
新
た

K
制
定
し
、

本
年
四
月
一
回
目
か
ら
施
行
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
b
ま
す
。

次
W

仏
、
議
案
第
ヤ
一
号
館
山
市
職
員
給
与
条
例
等
の
一
協
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
K
つ
い
て
で
あ
b
を
す
が
‘

ζ
れ
は
、
前
述
。
と

h
v
b
行
政
経
緯

嶋田11由
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の
改

E
K
主
る
都
等
の
稜
置
K
伴
い
、
職
員
の
職
務
の
等
級
の
分
類
及
び
格

付
を
量
め
る
必
要
か
ら
、
職
員
給
与
条

m.
旅
唆

κ関
ナ
ゐ
条
例
等
の
一
部

改
正
を
行
い
.
併
せ
て
非
常
勤
特
別
職
の
職
員
K
係
る
報
酬
K
つ
い
て
も
、

県
下
各
市
の
埼
衡
を
配
慮
し
て
報
醗
額
の
一
部
改
訂
を
行
会
う
と
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
e

次
K
、
議
案
第
十
二
号
館
山
市
消
紡
開
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
K
つ
い
て
で
会
か
ま
す
が
、
と
れ
は
、
近
瞬
市
町
村
と
の
均
衡
を
配
慮

ナ
み
と
と
も
K
‘
市
民
の
生
命
、
財
産
を
守
h
九
日
夜
活
醸
し
て
い
る
務
訪

問
員
む
労

κ応
え
る
た
め
‘
団
員
の
報
酬
酬
の
額
を
改
正
し
よ
う
と
ず
る
も
の

で
あ

b
ま
す
e

・次
K
・
議
案
第
十
三
号
館
山
市
災
害
等
纏
災
者
見
舞
金
給
付
条
例
。
之
慨

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
で
あ
争
奪
ナ
が
司
昭
和
四
十
九
年
四
月
、

見
舞
金
額
の
改
定
観
衆
す
え
傍
い
て
い
た
見
舞
金
を
‘
今
回
増
額
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
)
圏
構
災
者
の
早
期
頁
生
の
意
欲
を
促
進
し
・
併
せ
て
、
市
民
梅

祉
の
向
上
を
一
図
る
も
の
で
あ
り
白
金
す
n

次ト
W

件
、
議
案
第
十
四
号
館
山
市
寓
民
年
金
印
紙
購
入
義
金
の
設
糧
及
び
管

理
日
比
関
す
る
条
例
の
制
定
K
つ
い
て
で
ち
り
ま
す
が
、
国
民
年
金
の
印
紙
発
.

・9
さ
ば
き
代
金
の
取
り
扱
い

K
つ
い
て
‘
新
た

K
基
金
を
殺
置
し
て
菌
民
年

金
事
務
の
円
滑
念
遠
隔
m
を
図
ろ
う
と
ナ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
れ

次
K
・
。
議
案
第
十
五
号
館
山
市
社
会
体
育
施
殺
の
殺
置
及
び
管
理
に
関
す

ふ
条
例
の
制
定
K
つ
い
て
で
あ

b
注
す
が
‘
府
民
の
体
力
づ
〈
り
の
増
進
と
・

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
自
的
と
し
た
社
会
体
育
施
授
の
設
置
及
び
管
理
に
関
し

必
婆
家
事
項
を
定
め
る
も
の
で
、
従
来
と
れ
ら
関
係
条
例
付
・
各
施
稜
ど
と

K
制
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
.
今
回
市
民
運
動
場
の
建
設
K
伴
い
各
施
設
を

一
包
含
し
た
条
例
に
整
備
し
一
本
化
を
留
る
た
め
‘
新
た

κ制
定
し
£
う
と
す

¥ 

、
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る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
な
会
‘

ζ

れ
ら
施
設
を
維
持
管
理
一
し
て
い
〈
上

k
b

い
て
、
各
施
顎
一
貫
し
た
使
用
料
を
定
め

ι
う
と
す
る
も
の
で
あ
h
p
ま
す
。

ε

〆次
K
、
議
案
第
十
六
号
館
山
市
民
生
資
金
貸
付
条
例
を
廃
止
す
ゐ
条
例
り

制
定
に
つ
い
で
で
あ
り

3巧
昭
和
型
宇
か
ら
低
所
得
世
帯
に
対
才
毒
血
誕
の
貧

血
判
制
度
と
し
て
制
定
さ
お
た
の
4
に
あ
り
ま
ナ
が
‘
型
用
状
況
は
非
常
に
低
〈
揖
持

額
、
貸
付
利
率
等
、
現
時
点
で
は
実
傍

κ
ぞ
F
、
わ
念
い
怠
も
あ
夕
、
量
え
‘

公
の
制
度
で
貸
付
を
実
施
す
る
K
は
‘
穆
々
の
制
品
釈
を
ー
受
け
る
ζ

と
等
を
勘

案
し
て
、
昭
和
五
庁
二
年
度
限
り
で
、
民
生
資
金
の
貸
付
を
廃
止
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
あ
h
y
主
す
。
今
後
の
低
所
得
世
帯
の
融
資
対
策
と
し
て
は
‘
社

会
福
祉
協
議
会

κか
い
て
貸
付
制
度
を
整
備
し
・
住
民
の
需
要
に
対
応
し
て

い
〈
も
の
で
あ
り
ま
す
。
、

次

κ、
議
案
第
十
七
号
館
山
市
奨
学
資
金
貸
付
、
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
K
つ
一
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
現
行
の
奨
学
資
金
制
度
K
大
学
入

学
支
度
金
の
貸
付
制
度
を
新
た
陀
設
け
る
と
と
も
に
・
奨
学
資
金
の
貸
付
額

を
引
き
上
げ
.
修
学
の
松
高
千
を
容
易

κし
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
h
p
ま
ず
e

t

次
K
‘
〈
議
案
第
十
八
廿
十
円
・
損
害
賠
償
の
績
の
決
定
に
つ
い
て
で
あ
h
y
ま
す
が

正
木
衛
生
処
理
場
内

κhv
い
て
‘
公
務
中
じ
ん
芥
収
集
車
K
I
h
p
接
触
し
‘

損
害
を
与
え
た
事
故
K
係
る
損
害
賠
償
忙
つ
い
て
協
議
が
盤
い
ま
し
た
の
で

ζ

れ
が
療
の
決
定
に
つ
き
ま
し
て
議
会
の
議
決
を
求
め
よ
う
と
す
る
も
の
で

あ
り
ま
す
e

-1径一

次
K
.
議
案
第
十
九
号
字
の
区
域
及
び
名
稼
の
変
更

κ
つ
い
て
で
あ
H
Y
ま

す
が
‘
と
れ
ば
，
農
業
構
造
改
善
事
業
の
一
環
と
し
て
‘
土
地
改
良
法
第
九

十
六
条
の
ニ
の
規
定
K
よ
b
、
舘
山
市
大
字
小
沼
の
区
域
内
の
字
の
区
域
、

及
ぶ
名
品
停
を
変
更
し
主
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
愛
す
。
、

次
舵
、
議
集
第
二
十
号
館
山
市
市
営
住
宅
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
粂
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例
の
由
織
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

K
つ
い
て
で
あ

b
ま
す
が
、
と
れ
は
、
、

住
宅
使
用
料
の
納
付
方
法
を
ロ
獲
振
替
制
度
の
途
を
開
〈
も
の
h
M
M
升
・
昭
和

五
十
二
年
度

κ建
設
さ
れ
た
市
営
住
宅
十
戸
を
、
地
方
自
治
怯
第
二
百
四
十

四
条
の
ニ
の
規
定
K
主
h
p
、
別
表
中
に
逃
加
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
タ
主

す

。

↓

次
K
・
議
案
第
ニ
十
一
号
市
道
路
線
の
認
定

κ
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
‘

道
路
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
市
道
千
潟
練
れ
一
路
線
を
市
道

と
し
て
寵
定
し
よ
う
と
す
ゐ
も
の
で
あ

b
ま
す
。
、

次
に
‘
議
案
第
二
十
二
号
市
道
路
紛
の
変
更
に
つ
い
て
で
あ
り
生
す
が
)

道
路
法
第
十
条
第
二
演
の
規
定
に
暴
づ
き
、
市
道
路
線
を
変
更
し
主
う
と
す

る
も
の
で
、
市
営
住
宅
内
の
道
路
の
延
長
の
変
更
、
ま
た
、
道
路
改
良
工
事

K
停
申
て
の
市
遭
の
麗
美
及
び
幅
員
の
変
更
を
生
じ
を
し
た
市
道
安
東
水
間

二
号
韓
外
九
路
離
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
タ
ま
す
J

次
K
・
議
案
第
二
十
三
号
昭
和
五
十
二
年
度
館
山
市
一
般
会
計
禎
正
予
算

第
一
一
一
号
で
あ

b
A
Z
ナ
が
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
一
億
六
千
三
十
五
万
一
一
一
千
円

を
追
加
し
‘
総
額
五
十
九
億
七
千
ニ
十
六
万
六
千
円
と
す
る
も
の
で
あ

b
ま

す
e歳

治
追
加
の
主
念
も
の
は
・
・
本
間
前
市
畏
の
ど
遺
族
か
ら
?
奨
学
資
金
と

《
一
し
て
寄
付
の
あ
h
p
ま
し
た
五
百
万
円
と
‘
そ

ω軌
を
合
せ
奨
学
資
金
積
立
金

六
百
二
十
万
一
千
円
‘
国
民
年
金
印
紙
購
入
越
金
殺
置
の
た
め
の
繰
出
金
一
二

千
万
円
、
受
診
率
の
増
加
と
医
療
曲
演
の
引
き
上
げ
崎
曹
に
伴
A
J
愛
人
医
療
費
}

千
三
一
億
四
十
四
万
四
千
円
、
生
活
扶
紡
費
プ
ず
守
一
万
七
千
丹
、
造
成
計
衝

の
変
更
に
伴
ラ
緊
急
経
節
料
等
婚
議
選
盤
整
締
事
業
委
託
料
一
千
一
一
一
百
八
十

三
万
六
千
円
‘
教
育
環
境
の
整
備
を
図
る
た
め
、
小
、
，
中
学
校
の
児
童
、
生

徒
一
の
机
、
椅
乎
購
入
費
一
千
二
百
六
十
万
円
、
農
林
省
か
ら
借
用
し
て
い
る

船
形
小
学
校
用
地
購
入
費
八
百
ー
八
十
五
万
九
千
円
、
現
在
借
入
や
の
地
方
僚

に
つ
い
て
.
将
来
の
公
俊
授
負
担
の
経
滅
を
図
る
た
め
・
利
率
。
高
一
い
も
の

に
つ
い
て
韓
b
上
げ
償
還
す
る
た
め
の
元
金
償
還
金
一
億
三
千
五
百
二
十
八
一
-

万
円
、
昭
和
四
十
六
年
度
及
び
昭
和
四
十
九
年
度

κ財
政
調
整
の
た
め
土
地

開
発
基
金
か
ら
繰
榛
選
用
し
た
資
金
の
操
夕
、
民
し
金
一
一
一
千
九
百
三
十
六
万
『

千
円
借
守
で
ど
ざ
い
ま
す
。
ま
た
‘
歳
出
予
算
の
更
正
滅
と
し
ま
し
て
、
地
方

債
利
子
及
び
一
時
借
入
金
利
子
で
六
千
二
百
五
十
四
万
九
千
円
、
小
、
中
学

校
校
舎
等
の
建
設
後
で
一
千
六
百
五
十
三
万
円
が
減
額
の
大
き
な
も
の
で
あ

h
y
、
ζ

れ
ら
補
正
財
源
と
、
国
‘
県
支
出
金
、
地
方
債
、
特
別
地
方
交
付
税
刊
・

等
を
も
っ
て
充
当
す
る
も
の
で
あ
・
り
ま
す
。

在
hv
‘
乏
の
外
に
地
方
債
並
び

κ債
務
負
担
行
為
の
補
正
が
あ
h
y
ま
す
の

議
案
第
二
十
四
号
館
山
市
国
民
健
康
保
険
梼
別
会
証
補
正
予
算
第
一
努
で

ど
ざ
い
ま
す
が
‘
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
四
千
九
百
ニ
十
五
万
三
千
円
を
追
加

し
‘
総
額
十
ニ
億
四
千
四
苦
三
十
三
万
九
千
円
と
す
る
も
の
で
、
と
の
主
な

も
の
，
は
、

V

八
件
餐
九
十
一
万
円
の
減
額
、
保
険
給
付
費
、
の
診
療
報
腕
ニ
千
三

百
七
万
一
千
円
の
追
加
で
ど
ざ
い
ま
す
e

と
冶
財
源
と
ー
し
て
!
圏
‘
県
補
助

金
一
千
一
二
百
六
十
三
万
四
千
円
外
を
一
艦
隊
源
よ

b
充
当
い
え
し
ま
す
?

念
会
ゼ
歳
入
の
国
俣
税

κつ
い
て
、
n

四
千
四
百
万
円
の
減
額
・
車
止
を
い
た

L
ま
ナ
。

議
案
第
二
十
五
号
館
山
市
国
民
宿
舎
特
別
会
計
橋
正
予
算
第
二
号
で
ど
ざ

い
ま
す
が
、
裁
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
百
五
十
六
万
ニ
千
円
を
追
加
し
、
総
額
六

千
百
五
十
九
万
八
千
舟
と
す
る
も
の
で
宅
と
の
主
な
も
の
は
‘
人
件
費
七
十
一

七
万
立
で
丹
、
競
材
料
誕
百
二
十
七
万
六
千
円
、
光
熱
水
費
四
十
六
万
二
千
守

門
の
追
加
で
ど
ざ
い
ま
す
。
と
の
財
源
は
‘
事
業
収
入
を
も
骨
y
て
充
巻
い
た

し
ま
す
n

、
¥ 

ミ¥
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以
上
が
‘
今
回
提
案
い
た
し
を
し
た
議
案
の
概
要
で
あ
h
y
ま
す
が
.
念
hv
‘

ζ

の
接
当
面
す
る
鯖
開
障
に
つ
い
て
報
告
申
し
上
げ
ま
す
e

-Aず
‘
し
尿
処
理
場
の
種
殺
で
ζ
ざ
い
占
疋
ナ
が
‘
当
初
予
定
い
た
し
ま
し

た
上
真
倉
地
区
の
用
地
に
つ
き
を
し
て
は
、
地
域
住
民
の
強
力
念
反
対

κ£

・9
、
ま
と
と
に
残
愈
で
は
あ
h
M
ま
す
が
‘
断
念
ぜ
ざ
る
を
符
念
い
情
視
に
立

ち
羅
唱
え
の
で
あ
h
u
ま
す
。
と
の
£
A
J
念
事
慨
を
踏
金
え
て
‘
二
度
と
問
じ

轍
攻
略
占
星
な
い
よ
金
、
前
簡
の
経
験
を
生
か
し
‘
あ
ら
か
じ
め
関
係
者
と
あ

る
程
度
め

7
鯵
を
得
た
い
と
い
P

う
と
と
で
努
力
い
た
じ
て
な
h
p
を
ず
。
残
念

念
が
ら
現
段
糟
で
M
M
時
期
的
に
い
っ
と
い
う
と
と
仕
朱
究
串
申
し
上
げ
ら
れ
幸

せ
ん
が
‘
現
処
理
場
の
乏
朽
化
雄
曹
を
勘
案
い
た
し
ま
す
と
早
期
解
決
を
感
喪

と
い
た
し
を
す
の
で
、
と
れ
ら
解
決
w
h

向
A
Y

て
}
擦
の
努
力
を
い
た
し
て
安

い
hv
を
す
e

，
ま
た
、
ど
み
処
理
施
設
に
つ
き
を
し
て
も
走
朽
化
が
甚
だ
し
ぐ
‘
と
れ
ま
ー

た
韓
稜
を
急
が
ね
ば
念
ら
念
い
状
祝
K
あ
り
ま
ナ
が
、
し
探
処
獲
施
稜
が
解

決
次
第
準
備
に
か
か
b
た
い
と
考
え
て
か
h
p
ま
ず
の

次

κ‘
公
共
下
水
道

κっ
き
量
し
て
は
、
近
年
の
生
活
様
式
の
近
代
化
w
h

・

停
い
ま
し
て
‘
浄
化
構
婚
の
普
及
が
著
し
い
今
回
‘
そ
の
必
要
性
、
重
要
性
は
'

H

論
を
を
た
老
い
れ
と
と
る
で
あ
b
ま
ナ
の
で
‘
当
市
と
い
た
し
ま
し
で
も
.
議

設
省
第
四
次
下
水
道
整
備
五
グ
年
齢
問
碕
依
要
撃
は
い
た
し
て
が
り
全
ず
が
‘

と
れ
が
齢
磁
を
進
め
る

K
あ
た
h
y
を
し
て
は
、
土
地
剰
燭
等
の
問
題
・
あ
る

い
は
財
政
商
で
の
問
題
‘
を
た
、
市
民
の
理
解
と
揚
力
が
念
け
れ
ば
で
き
念

い
と
と
で
あ
か
在
す
の
で
‘
と
れ
ら
の
問
題
を
十
分
検
討
し
念
が
ら
逐
次
進

め
て
4
Z
い
h
F
た
い
と
考
え
て
よ
か
・
9
4
2
ナ。

W
仇
一
に
‘
一
中
学
校
の
統
合
問
題
に
つ
い
て
由
申
し
上
げ
ま
す
れ
現
在
の
中
学
校

絵
、
一
二
学
級
一
の
学
校
、
三
十
学
握
。
学
校
と
規
模
の
み
人
小
が
極
め
て

7
y
バ

、

ラ
y
ス
念
状
混
に
念
唖
定
h
p
h
Y
4
鳴
す
@
と
れ

K
伴
う
教
育
効
果
の
格
差
是
主

を
白
指
・
也
、
文
部
省
の
一
ホ
ナ
適
正
規
模
の
学
校
し
に
蒋
擁
成
す
る
た
め
学
校
統

合
の
推
進
に
努
め
て
h
w
h
y
会
ナ
e

と
れ
に

3
b市
内
七
中
学
校
が
回
中
学
校

校
再
編
成
さ
れ
‘
地
捕
棋
連
帯
感
の
語
襲
、
施
設
の
整
備
充
実
も
推
進
さ
れ
ま

ナ
の
で
、
昨
年
来
、
と
の
問
題
K
対
し
、

P
T
A
及
び
穂
係
地
区
民
の
方
々

と
協
-
一
識
を
重
ね
て
ま
い

b-z
し
た
e

し
か
し
念
が
ら
、
鎗
山
高
校
の
移
転
時

期
が
‘
当
初
計
磁
よ
h
p
連
れ
る
と
と
が
明
ら
か

κ念
h
p
ま
し
た
の
で
‘
現
在

統
合
年
度
合
棋
震
に
検
討
中
で
と
ざ
い
ま
す
a
ゐ

次

κ.
圏
一
選
一
二
七
号
バ
イ
パ
ス
毒
殺
構
題
で
ど
ざ
い
ま
す
が
ー
と
承
知

の
と
か
多
額
。
事
業
と

L
て
実
施
さ
れ
る
も
の
で
・

1

建
設
w
作
曲
魯
た
守
て
濁
ゐ

調
査
研
究
を
し
て

h
f
b、
本
年
度
か
ら
都
宮
地
区
の
県
営
捻
場
整
備
地
区
内

の
道
路
用
地
五
百
五
十
米
に
つ
い
て
翼
線
が
行
わ
れ
る
と
と

κ詮
咽
て
h
f
h
p

を
す
e

市
と
い
た
し
を
し
て
は
‘
今
後
調
査
掛
究
結
果
が
反
験
さ
れ
る
義
本

設
計
に
対
し
、
住
民
サ
イ
ド

κ立
哩
て
闇
と
蒋
度
笛
識
を
重
ね
翻
聾
を
臨
一
歩

注
が
ら
‘
館
山
パ
イ
バ
ぷ
建
設
を
俣
進
L
て
ぎ
い
b
y
た
い
と
考
え
て
h

f

b

ま

すの
a次

K
‘
ヨ
者
品
エ
テ
イ
金
品
閣
の
建
較
で
ご
ざ
い
ま
ナ
が
、
今
後
四
世
者
晶
お

テ
イ
づ
〈
h
y
を
推
進
し
て
い
〈
上
k
h
v
い
で
布
。
複
割
持
、
市
民
総
股
@
充

実
を
図
る
と
と
で
あ
h
y
を
ナ
。
ζ
@
施
糧
同
市
民
集
活
品
開
多
様
化
語
麗
住
民
対
応

し
念
が
ら
、
ー
幼
児
か
ら
老
人
に
華
る
生
涯
教
一
育
の
場
、
-
支
え
‘
今
後
文
化
的

余
暇
剰
用
の
増
大
に
伴
う
時
代
の
要
諦
v
h

対
応
し
う
る
も
の
と
し
て
実
現
し

念
〈
て
は
会
ら
念
い
と
考
え
て
か
h
p

ま
す
。
中
央
公
民
館
、
婦
人
会
館
、
動

労
青
少
年
ホ

1
そ
総
合
健
康
セ

y
タ
1
等
を
包
括
し
た
建
物
の
建
設
K
つ

い
て
本
年
度
調
査
研
究
し
‘
五
十
周
年
度
襲
計
‘
五
十
五
年
度
建
設
を

g
適

κ会
館
建
設
に
努
力
し
て
安
い

b
た
い
と
考
え
て

h
w
bま
す
。

山 1.目
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i

次
M
h
・
内
房
線
複
織
化
で
あ
り
主
ナ
が
‘
現
在
意
穆
駅
ま
で
複
稼
そ
れ
説
、

申
同
紙
単
線
の
ま
ま
と
を
つ
て
ふ
h
y
A
Z
ナ
e

県
k
h
v
き
ま
し
て
は
、
新
総
会
五

カ
年
計
画
の
中
で
務
A
M
複
様
化
の
促
進
が
取

b
上
げ
ら
れ
て
か
h
y
ま
す
が
、

当
市
の
振
興
発
展

κは
道
路
網
の
整
備
と
共

K
鉄
道
輔
の
整
備
が
急
務
で
あ

h
y
ま
ナ
。
現
在
、
寓
棒
、
館
山
閣
の
凱
前
線
関
係
市
町
村
で
は
す
で
に
全
線
複

糠
化

κ
つ
い
て
の
機
運
も
高
ま
哩
て
が

b
ま
す
の
で
‘
と
れ
を
移
に
‘
千
葉

県
知
事
を
や
心
と
ナ
る
内
房
線
複
締
化
促
進
期
成
問
盟
の
結
成
を
図

b
‘
関

係
機
関
に
強
力
念
速
動
を
し
て
安
い
h
y
た
い
と
考
え
て

b
b
主
ナ
。

最
後

κ‘
水
田
剰
用
再
編
成
対
策
に
つ
い
て
申
し
上
げ
を
ナ
。

議
が
圏
κ
h
v
け
る
米
の
過
剰
基
調
は
・
一
層
強
主
っ
て
い
る
一
方
、
必
要

念
農
産
物
の
生
産
が
停
滞
し
て
い
る
た
め
、
需
要
の
動
向

κ即
応
し
て
‘
闘

で
は
転
作

K
よ
る
水
田
利
用
の
再
編
成
を
求
め
て
い
金
す
。
当
市
κ
h
v
き
主

し
て
も
‘

ζ

の
対
策
の
実
施
に
当
た
り
ま
し
て
は
、
国
の
方
針
に
従
い
農
業

生
議
者
.
及
び
関
係
曲
廃
業
団
体
と
十
分
協
議
の
上
、
と
む
が
対
策

κ処
し
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て

hwb
ま
す
の

以
上
、
私
の
所
信
と
と
の
え
び
提
案
い
た
し
ま
し
た
案
件
の
概
要
を
説
明

い
た
し
量
す
と
と
も

κ・
当
一
一
回
の
替
問
題

κつ
い
て
報
告
い
た
し
空
し
た
が

鮮
細
K
つ
き
ま
し
て
位
、
ど
質
問

κ応
じ
私
.
又
校
、
宗
務
担
当
者
か
ら
b

馨
え
い
た
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。
よ
ろ
し
〈
ど
繁
隷
〈
だ
さ
る
主
う
が
顕
い

い
た
し
ま
す
の

O
簸
畏
(
吉
田
勇
治
郎
事
以
上
で
市
畏
の
縮
政
方
針
並
び
に
議
案
の
提
案

理
由
の
説
明
を
終
h
y
ま
す
の

蕗

会

午
前
十
一
時
延
会

。
議
長
〈
吉
岡
勇
治
郎
君
〉

hv
諮
h
y
い
た
し
ま
す
。

0
本
自
の
会
議

κ付
し
た
事
件

一
、
会
議
録
署
名
議
員
の
指
名

て
会
期
の
決
定

一
、
会
議
日
穫
の
決
定

一
、
議
案
第
三
十
七
号

一
、
議
案
第
一
叫
一
号
乃
歪
議
案
第
ニ
十
六
号

ハ
働
問
政
方
針
並
び

κ提
案
理
由
の
説
明
〉

i
l
l
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